
基本目標１ 人権尊重に基づく男女共同参画の意識の形成 

対象事業 現状・課題 意見 理想像 

事業 NO1 P1 

実施状況が R３年度の状況 

コロナ終息、デジタル化 

 

 

 

No,7P２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.１３・１６ 

 

 

NO.９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と策定時世の中の状況 

 

 

 

 

 

 

若い世代からの意識形成大事 

 

地区内でまちごとでも講座の取り組み状況が

違い、男性の参加者が違う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パンフレットを工夫する必要がある 

 

 

 

・個別の家庭ですることがありすぎて自主的

な取り組みはしにいくい 

 

・男女が同じではない 

 

・男女の体の違い・健康づくり 

 

・情報の入り方・出し方 

 

策定見直しは途中でするか？ 

 

 

 

 

 

 

・啓発講座を幅広い世代に実施することが大

事 

 

・もう少し参加しやすい体制づくりが必要 

講師の登録制になっているが登録者が少ない 

・土日に開催しても仕事で疲れている 

・鳥栖ネスティバルは家族連れで多かった 

遊び道具もあるところでイベントに合わせて

啓発講座をしてみてもいいかも 

・地区のもちつきで幅広い年代で集えるイベ

ントをする（鳥栖の駐車場を活用） 

・現在町のもちつきをしているが確かに家族

連れの参加者が多い（４０・５０代にも手伝

いとして参加を要請している） 

 

 

 

 

・市で主催で他の団体で協賛を求めるのがや

りにくい 

 

・特性を活かした共同の在り方 

 

・育児・出産の待遇、キャリア形成のあり方

に取り組む 

・始めてみるチラシある、継続大事 

 

令和 9年度に中間見直し 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事業番号１３・１４ 

 

 

 

 

・事業番号１５ 

 

 

 

 

 

 

 

・男性は手を動かすのが楽しい人もいるので

そのような木工等趣味の教室等を開くのはど

うか。 

 

・パープライトアップでサガン鳥栖・久光ス

プリングスなどに紫色のものを身につけても

らう 

 

・女性の総理が誕生、興味を持ってもらう 

 

・DV避難所 

・外国人の相談対応 

・相談窓口がわからない 

 認知度が低い 

・セクハラ・DV 

・依然としてパワハラが多い 

・移動図書館とイベントごとで男女共同参画

啓発からめていけたら（よしたけしんすけさ

んさんデザイン） 

・プログラミングなど誰でも気軽に時代に即

して取り入れていけたら（女性人材リスト登

録者にも入れていけたら） 

・ＡＩを活用してまちをデータに落とし込

む、デジタルツイン、災害・防災に役立てる 
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